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燃油高騰！ 動けぬ漁船！燃油高騰！ 動けぬ漁船！

流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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表紙の言葉

　中学生が働く現場を見て、自ら体験することで様々な
事を学ぼうという取り組みである「トライやる・ウィーク」。
兵庫県で始まったこの取り組みは、毎年、多くの企業など
の協力を得て、県下各地で実施されています。
　写真はＪＦ姫路市中部支所広畑出張所の前を流れる夢
前川河口で、姫路市立灘中学校の生徒たちと同ＪＦ 福井 
佐敏さんが漁業体験前に撮った一枚です。
　播磨臨海工業地域と呼ばれる中に、昔から漁業が営ま
れていることは、地元に住んでいても知る機会は少ないよ
うです。小型底曳網漁業やアナゴかご漁などの体験をとお
して、漁業への理解や、海を愛する心に繋がってほしいと
思います。

「トライやる・ウィーク」（姫路市）

No.692   June. 2014

　

も
う
10
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
16
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
私
は

淡
路
県
民
局
で
市
町
振
興
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
当
時
は
平
成
の
大
合

併
と
い
わ
れ
た
市
町
村
合
併
が
最
盛
期
で
、
淡
路
で
も
１
市
10
町
が
今

の
３
市
に
な
る
時
期
で
し
た
。
平
成
の
合
併
を
推
し
進
め
た
の
は
地

方
交
付
税
カ
ッ
ト
で
す
か
ら
、
大
都
市
周
辺
の
財
政
的
に
余
裕
の
あ

る
団
体
は
合
併
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
国
的
に
は
市
町
村
数
は

３
、１
３
２
（
平
成
16
年
３
月
）
か
ら
１
、７
２
７
（
22
年
３
月
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
村
が
１
、５
０
０
ほ
ど
減
り
、
１
０
０
ぐ
ら
い
の
市
が
新
し
く
で
き
ま
し
た
。
都
道
府
県
は
基

本
的
に
有
し
て
い
る
権
限
は
同
じ
で
、
人
口
60
万
人
の
鳥
取
県
も
８
９
０
万
人
の
大
阪
府
も
同
じ
事

務
を
処
理
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
は
人
口
規
模
に
よ
っ
て
政
令
市
、
中
核
市
、
特
例
市

と
一
般
市
に
区
分
さ
れ
、
有
し
て
い
る
権
限
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
行
政
に
関
し
て
は
、
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
が
あ
り
、
住
民
に
よ
り
近
い
市
町
が
担
う
の

が
望
ま
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
担
え
る
能
力
の
あ
る
大
規
模
市
へ
の
権
限
移
譲
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
権
限
が
欲
し
い
な
ら
大
き
く
な
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
権
限
移
譲
も
要
因
に

な
っ
て
、
市
町
村
間
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
能
力
は
相
当
大
き
な
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

財
政
破
綻
し
た
北
海
道
夕
張
市
は
極
端
な
例
と
し
て
も
、
も
は
や
ど
こ
に
住
ん
で
も
負
担
と
サ
ー
ビ

ス
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
の
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

中
小
の
市
町
は
近
隣
と
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
で
し
ょ
う
が
、
大
都
市
に
比
べ
限
界

が
あ
り
ま
す
。
元
々
行
政
能
力
が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
神
戸
市
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
の
復
興
過
程
で
、
つ
ま
り
住
民
か
ら
の
膨
大
な
要
求
を
適
切
に
処
理
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
そ
の
能
力
が
一
段
と
強
化
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
震
災
か
ら
立
ち
直
り
、
福
祉
・
介
護
・

医
療
な
ど
の
人
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
生
活
に
必
要
な
公
の
施
設
や
公
営
事
業
の
充
実
し
た
大

変
住
み
や
す
い
街
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
あ
と
数
年
で
前
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
で
す
。
高
校
卒
業
後
の
大
半
を
神
戸
市
で
過
ご
し
て

き
た
私
に
と
っ
て
、
神
戸
が
最
も
暮
ら
し
や
す
い
所
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
手
厚
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
享
受
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

た
だ
し
、
高
齢
者
優
遇
の
予
算
配
分
と
税
制
を
今
後
も
続
け
る
の
は
困
難
だ
と
い
う
こ
と
は
承
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
行
政
に
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
の
一
人
と
し
て
、
地
域

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

合
併
と
分
権
の
先
に一

般
財
団
法
人 

兵
庫
県
水
産
振
興
基
金 

参
与　

野 

口
　
一 

行

	 ２	 ようそろ

	 ３	 瀬戸内法、国会に改正法案提出へ

	 ４	 流通科学大学との消費流通検討会を開催

	 ５	 ＬＯＶＥ	ＳＥＡメニューも大好評
	 	 大輪田塾	第10期生	募集しています

	 ６	 トライやる・ウィークで漁業体験

	 ７	 ガザミふやそう会	会員募集

	 ８	 （一社）淡路水交会	通常総会
	 	 摂津播磨地区漁協青壮年部連合会	通常総会

	 ９	 淡路地区漁協女性部連合会	通常総会
	 	 淡路地区漁協青壮年部連合会	総会開催

	 10	 西播磨の加工品で「地域の元気づくり」に繋げよう
	 	 海難事故をなくそう

	 11	 兵庫JCC通信

	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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挨拶に立つ塩崎会長

　
５
月
22
日
（
木
）、
自
由
民
主
党
国
会
議

員
22
名
を
は
じ
め
、
環
境
省
、
水
産
庁
や
瀬

戸
内
海
関
係
漁
連
・
漁
協
等
の
関
係
者
が
出

席
す
る
「
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
」（
塩

崎 

恭
久
会
長
）
の
総
会
が
東
京
の
自
民
党

本
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
環
境

保
全
特
別
措
置
法
（
瀬
戸
内
法
）
の
改
正
法

案
が
、
今
後
、
国
会
に
提
出
さ
れ
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
塩
崎
会
長
か
ら
「
環
境
保
全

と
は
何
か
？
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
関

係
省
庁
同
士
の
議
論
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

改
正
法
案
は
速
や
か
に
国
会
を
通
過
さ
せ

て
、
瀬
戸
内
海
の
再
生
を
図
っ
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
参
議
院

法
制
局
が
改
正
法
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
し
ま
し
た
。

　
改
正
案
で
は
、
基
本
理
念
が
新
設

さ
れ
、
瀬
戸
内
海
は
「
国
民
に
と
っ

て
貴
重
な
漁
業
資
源
の
宝
庫
」
で
あ

る
こ
と
や
、
豊
か
な
海
は
美
し
い
景

観
と
と
も
に
生
物
の
多
様
性
・
生
産

性
が
確
保
さ
れ
、
多
面
的
価
値
・
機

能
が
発
揮
さ
れ
た
海
（
里
海
）
な
ど

定
義
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施
策
の
在

り
方
に
も
豊
か
な
海
へ
視
点
が
広
が

り
ま
す
。
40
年
余
、
水
質
規
制
措
置

で
「
水
清
く
き
れ
い
な
海
」
を
目
指

し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
環
境
施
策

に
、
里
海
づ
く
り
を
含
め
藻
場
・
干

潟
な
ど
沿
岸
域
の
良
好
な
環
境
創
出

な
ど
豊
か
な
海
へ
必
要
な
事
業
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
条

文
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
大
き
な

進
展
で
す
。
具
体
的
施
策
で
は
①
漂

流
・
海
底
ゴ
ミ
の
除
去
、
②
有
害
動

植
物
の
除
去
、
③
水
産
動
物
の
種
苗
の

放
流
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
地
の
保

護
・
整
備
な
ど
施
策
が
追
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
窒
素・リ
ン
の
削
減
は
、

現
状
で
も
水
質
汚
濁
防
止
法
で
総
量
規

制
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
現
行
法

の
富
栄
養
化
関
連
条
項
が
削
除
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
別
法
の
範
疇
で
こ

れ
ま
で
通
り
に
総
量
規
制
の
在
り
方
が

検
討
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、
改
正
法
と

の
整
合
を
ど
う
図
ら
れ
る
か
、
今
後
の

動
向
に
注
視
が
必
要
で
す
。

　
窒
素
・
リ
ン
の
在
り
方
は
漁
業
存
続

の
生
命
線
に
関
わ
る
関
心
事
で
あ
り
、

議
員
連
盟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
も

相
当
深
く
議
論
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す

が
、
栄
養
塩
類
の
減
少
が
ノ
リ
養
殖
に

及
ぼ
す
影
響
は
理
解
さ
れ
る
も
、
魚
類

資
源
と
の
因
果
関
係
は
根
拠
不
足
だ
と

の
こ
と
で
、
先
ず
は
法
案
の
早
期
成
立

を
優
先
し
、
法
案
に
は
「
瀬
戸
内
海
で
栄
養

塩
類
が
水
産
資
源
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
、
法
施
行
後
5
年
を
目
途

に
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
栄
養
塩
類
の
管
理

の
在
り
方
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
で
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
」
と
検
討
条
項
を
附
則
に
加

え
る
こ
と
で
省
庁
と
調
整
し
た
と
の
経
緯
も

あ
り
ま
す
。

　
出
席
の
議
員
か
ら
、
現
行
法
を
所
管
す
る

環
境
省
と
、
改
正
法
に
基
づ
く
事
業
実
施
に

深
く
関
わ
る
水
産
庁
や
国
交
省
と
の
連
携
に

関
し
て
意
見
が
相
次
ぎ
「
省
庁
ご
と
に
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
異
な
る
が
、
３
省
庁
が
同
じ
方
向

に
向
い
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の

認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
漁
業
者
が
有
明
法
を
参

考
に
瀬
戸
内
海
の
再
生
運
動
を
始
動
し
て
10

年
余
。
議
員
連
盟
の
皆
さ
ん
や
瀬
戸
内
海
環

境
保
全
知
事
市
長
会
議
の
議
長
の
井
戸
知
事

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解
で
漸
く
こ
こ

ま
で
来
た
こ
と
は
感
謝
の
極
み
で
す
。他
方
、

今
回
の
法
改
正
は
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
真
に

豊
か
な
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
道
程
は
長
い
で

す
が
、
基
本
理
念
に
基
づ
く
基
本
計
画
の
策

定
や
新
設
の
府
県
計
画
に
係
る
湾
灘
協
議
会

等
々
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
場
面
で
漁
業
者
の

声
は
必
要
で
あ
り
熱
意
を
持
続
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

瀬
戸
内
法
、
国
会
に
改
正
法
案
提
出
へ
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摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青

壮
年
部
連
合
会
は
、
漁
業

者
の
立
場
か
ら
出
来
る
魚

食
普
及
活
動
と
し
て
、
神

戸
市
の
流
通
科
学
大
学
を

訪
れ
、
学
生
ら
と
県
産
水

産
物
の
消
費
流
通
拡
大
に

向
け
た
意
見
交
換
を
し
、

学
生
と
共
同
で
新
商
品
開

発
を
目
指
す
消
費
流
通
検

討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
（
木
）、
同

大
学
の
食
堂
で
商
学
部 

後
藤 

こ
ず
恵
准
教
授
と
ゼ
ミ
生
と
、
同
漁
青
連
の

部
員
ら
約
30
人
が
一
同
に
会
し
懇
談
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
ゼ
ミ
生
ら
は
、
事
前
に
学
生
を
対
象
と
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
お

り
、「
馴
染
み
の
あ
る
水
産
物
は
好
ま
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
学
生
生
活
を
支
え
る
の
に
必
要
な
栄
養
が

摂
取
で
き
て
い
な
い
」と
の
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
同
漁
青
連
が
用
意
し
た
タ
コ
や
カ
キ
の

加
工
品
、
チ
リ
メ
ン
、
焼
き
ア
ナ
ゴ
、
ノ
リ
な
ど
を
、

同
部
員
ら
は
ゼ
ミ
生
と
一
緒
に
試
食
を
し
つ
つ
、「
ノ

リ
に
は
等
級
が
あ
り
、
味
や
色
が
違
う
」
な
ど
漁
業

や
魚
の
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
の
質
疑
応
答
で

は
「
魚
種
に
よ
っ
て
網
を
変
え
る
の
か
」、「
魚
ば
な

れ
と
い
わ
れ
る
現
状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
に
、
同
部
員
ら
が
丁
寧

に
答
え
る
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
後
藤
准
教
授
は
「
今
日
の
成
果
を
ゼ
ミ
内

で
ま
と
め
、
コ
ン
ペ
等
を
行
っ
て
新
商
品
の
開
発
、

試
験
販
売
ま
で
行
い
た
い
」
と
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
は
、
昨
年
か
ら
関
西
学
院
大
学

の
生
協
の
協
力
を
得
て
、
学
食
で
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ

Ｅ
Ａ
丼
」
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
流

通
科
学
大
学
の
担
当
者
か
ら
「
是
非
、
や
っ
て
み
た

い
」
と
要
望
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
当
漁
青
連
は
、
今
後
も
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
各
部
署

と
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
消
費
流
通
、
魚
食
普

及
、
食
育
と
多
分
野
に
わ
た
り
、
様
々
な
大
学
と
同

様
の
検
討
会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

摂津播磨地区漁協青壮年部連合会

流通科学大学との消費流通検討会を開催
　～学生らとタコ等加工品を試食し意見交換～

兵庫県の水産物の味を知ってもらいました

漁業や魚のさまざまな話について意見が交わされました
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摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
は
、

昨
年
よ
り
関
西
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合
の
協

力
を
得
て
、
学
内
の
食
堂
で
期
間
限
定
「
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
」
を
こ
れ
ま
で
３
回
販
売
し

て
き
ま
し
た
。

　
第
４
弾
と
な
る
５
月
27
日（
火
）～
29
日（
木
）

は
、丼
（
ど
ん
ぶ
り
）
で
は
な
い
新
し
い
形
「
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
企
画
」
と
し
て
１
日
１
０
０

食
の
限
定
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー
協
力
の
も

と
、同
セ
ン
タ
ー
で
加
工
し
た
「
ア
ジ
の
開
き
」

「
舌
ヒ
ラ
メ
（
中
骨
除
去
済
）」「
ク
ロ
ダ
イ
フ

レ
ー
ク
」「
ネ
ブ
ト
唐
揚
げ
用
」
を
使
用
し
、

ま
ず「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
セ
ッ
ト
」と
し
て「
シ

タ
ビ
ラ
メ
の
フ
ラ
イ
」、「
開
き
ア
ジ
の
天
ぷ

ら
」、
フ
レ
ー
ク
を
入
れ
た
「
鯛
飯
」、
味
噌
汁

の
定
食
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り
多
く

の
学
生
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、

単
品
で
購
入
で
き
る
グ
ラ
ム
バ
イ
キ
ン
グ
（
１

ｇ
あ
た
り

１・
３
４
円

で
販
売
）
を

実
施
し
、「
ア

ジ
の
南
蛮
漬

け
」
と
「
ネ

ブ
ト
の
唐
揚

げ
甘
酢
ソ
ー

ス
」
の
２
種

類
も
販
売
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で

と
違
う
提
案
で
し
た
が
“
大
好
評
”
と
い
う
結

果
を
受
け
、
今
後
の
企
画
に
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　
漁
青
連
で
は
、
今
後
も
兵
庫
の
魚
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
企
画
を
同
生
協
と
一
緒
に
な
っ

て
提
案
し
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

食堂に飾られたポスター

▶
グ
ラ
ム
バ
イ
キ
ン
グ
も
好
評
で
し
た

　

（
◦上
ネ
ブ
ト
の
唐
揚
げ
甘
酢
ソ
ー
ス
、
◦下
開
き
ア
ジ
の
天
ぷ
ら
）

～
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
か
ら
進
化
!?
～

   
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
メ
ニ
ュ
ー
も
大
好
評

LOVE SEAセットは、鯛飯Ｓサイズ390円、Ｍサイズ450円

大輪田塾 第 10期生 募集しています。
　平成17年に開講された「大輪田塾」。
　めまぐるしく変化する社会・経済情勢に対応し、将来にはＪＦ組織を支えていける人材育成を目的に始まり、すでに卒
塾生は地域のリーダーとして活躍されています。
　講義は、県・系統団体をはじめ多彩な講師陣による月1回の座学を中心に、外部研修や事務局が適当と認めた会議等も
聴講できるといった幅広い知識の習得が可能なカリキュラムを組んでいます。

　この「大輪田塾」では現在、10月に入塾される第10期生を募集しています。
　皆様のご応募をお待ちしております。

◎応募資格
　①�原則として、漁業歴10年以上かつ45
歳未満

　②�原則として、ＪＦ関係役職員歴10年以
上かつ45歳未満

のいずれかに該当する者で、所属する組織
代表者の推薦を受けた者

◎在籍年限
　原則２年（最長３年）

　募集は８月末に締切、その後、面接を行い運営委員会の選考を経て、10月に入塾式を行います。（詳しい募集要領は各
ＪＦ・系統団体宛に通知しております。）

問合せ先（事務局）　�（一財）兵庫県水産振興基金
〒673-0883　明石市中崎１丁目２－３　�TEL�０７８－９１９－１３３１

トラフグ養殖見学（県内研修） 外傷への対応（通常講座）
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ＲＥＰＯＲＴ
　
毎
年
、
６
月
頃
に
行
わ
れ
る
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
は
、
中
学
生
が
働
く
現
場

を
見
て
、
体
験
す
る
こ
と
で
様
々
な
こ
と
を

学
ぼ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
、
多
く
の
企
業

な
ど
が
協
力
を
し
、
県
内
の
各
Ｊ
Ｆ
で
も
受

け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
今
年
初
め

て
受
け
入
れ
た
Ｊ
Ｆ
姫
路
市 

福
井 

佐
敏
さ

ん
（
同
Ｊ
Ｆ
代
表
理
事・大
輪
田
塾
５
期
生
）

を
取
材
を
し
ま
し
た
。

　
姫
路
市
立
灘
中
学
校
か
ら
要
請
を
受
け
た

福
井
さ
ん
は
、
同
Ｊ
Ｆ
中
部
支
所
広
畑
出
張

所
の
前
で
６
月
２
日
（
月
）
～
６
日
（
金
）

の
間
、多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。

初
日
の
小
型
底
曳
網
漁
業
見
学
か
ら
始
ま

り
、
ア
ナ
ゴ
か
ご
の
準
備
や
投
入
・
引
き
上

げ
の
ほ
か
、
姫
路
市
立
栽
培
セ
ン
タ
ー
の
見

学
、
福
井
さ
ん
に
よ
る
姫
路
の
漁
業
に
つ
い

て
講
演
を
聞

き
、
参
加
し

た
女
子
生
徒

7
名
は
様
々

な
体
験
を
と

お
し
漁
業
へ

の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
、
使
わ

な
く
な
っ
た

浮
標
を
く
り

抜
き
、
セ
メ

ン
ト
で
重
し

を
つ
け
た
も

の
に
、
好
き

な
言
葉
な
ど

を
生
徒
ら

が
書
き
込

む
“
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
コ
つ
ぼ
”
制
作

や
、
自
分
た
ち
で
引
き
上
げ
た
魚
で

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
な
ど
し
ま

し
た
。
受
け
入
れ
を
終
え
て
、
福
井

さ
ん
は
「
昼
は
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー

ク
の
対
応
、
夜
は
操
業
と
慌
た
だ
し

か
っ
た
が
、
生
徒
ら
は
準
備
な
ど
を

よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
た
。

自
分
と
し
て
も
良
い
体
験
が
出
来

た
」
と
話
さ
れ
、
生
徒
が
船
酔
い
す

る
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
無
事
に
終
了
で
き
た
と

い
う
安
堵
と
と
も
に
、
漁
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
え
た
手
ご
た
え
を

感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
で
漁
業
体
験

　

～
Ｊ
Ｆ
姫
路
市 

福
井 

佐
敏
さ
ん
が
協
力
～

オリジナルタコつぼ制作では楽しそうにペンを走らせていました。
後日、仕掛けて入ったタコはプレゼントするそうです。

貴重な体験を終えてＶサイン寄せられた感想文
漁に出るまでの準備に大変さや、魚が取れた喜びが綴られていました。

各団体からの報告
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ガザミふやそう会 会員募集!!
　昭和61年から始まった「ガザミふやそう会」（大西 正起会長）の取り組みは、県内漁業者、ＪＦ、系
統団体のほか、一般市民や他県の水産関係者からの会費によって運営されています。
　自然の力によってガザミ資源を増強しようというこの取り組みは他県でも実践され、大きな輪となっ
て広がっています。
　同会では平成26年度ガザミふやそう会の会員を募集しています。
　“兵庫発”の取り組みに、是非ご賛同ください。

※ 抱卵ガザミの保護期間は毎年５月１日～９月30日までで、対象海域は大阪湾および播磨灘とします。

　ガザミふやそう会では抱卵ガザミのほか、下記のガザミを再放流して
います。（期間、時期を問わず）
　・甲幅長12センチ以下のガザミ
　・脱皮直後の柔らか甲羅ガザミ

　また、同会の活動は全国的にも高く評価されています。
　・ 第32回全国豊かな海づくり大会美ら海沖縄大会　資源管理型漁業部

門 農林水産大臣賞 受賞

会費・入会に関して
　・会費は1,000円／年です。
　・ 会員の証として、オリジナルＱＵＯカード（500円分）

をお渡しします。
　・ 詳しくはＪＦ兵庫漁連ホームページをご覧ください。

【事務局】
　〒675-0163　加古郡播磨町古宮字堀坪１－４ ＪＦ兵庫漁連のり流通センター内
　　　　　　　ＪＦ兵庫漁連のり海藻事業本部資材部 ガザミふやそう会事務局
　　　　　　　TEL：078－942－9272　FAX：078－942－9340

抱卵ガザミ保護の模式図

平成26年度 ポスター
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
５
月
24
日
（
土
）、
姫
路
市
の
漁
友
会
館
に
お
い
て
、
摂

津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
大
角 

生
馬
会
長
）

の
平
成
26
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、会
員
、系
統
団
体
、

行
政
な
ど
の
関
係
者
約
40
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
総
会
開
会
に
あ
た
り
大
角
会
長
（
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）
が
挨
拶
、

続
い
て
来
賓
出
席
頂
い
た
（
一
社
）
播
磨
漁
友
会 

井
上 

仁

会
長
（
Ｊ
Ｆ
岩
見
）
か
ら
、
こ
れ
ま
で
同
青
壮
年
部
を
牽
引

し
て
き
た
大
角
会
長
に
対
し
漁
友
会
と
し
て
謝
意
を
示
さ
れ

「
漁
業
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
大
角
会
長
が
播
い
た

種
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
平

成
26
年
度
事
業
計
画
、「
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」
の
運
営
・

計
画
な
ど
の
案
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
全
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
行
わ
れ
た
役
員
改
選
で

は
、
大
西 

正
起
氏
（
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
が
新
た
に
会
長
に
選
任

さ
れ
、「
大
角
会
長
の
方
針
を
引
き
継
い
で
、
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
た
い
」
と
就
任
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
漁
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
昨
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
県
産
水
産
物
を
使
っ
た
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ

丼
」
の
取
り
組
み
を
継
続
、
拡
大
す
る
方
向
が
決
ま
り
、
今

後
の
同
会
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
淡
路
水
交
会
（
前
田
吉
計
会

長
・
17
会
員
）
は
６
月
３
日
、
洲
本
市
内
の
ホ

テ
ル
で
第
３
回
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
25
年

度
事
業
報
告
及
び
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
な
ど
決
算
報
告
を
行
い
、
原
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
会
員
漁
協

の
全
組
合
長
を
は
じ
め
行
政
機
関
、
系
統
団
体

の
来
賓
ら
40
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
開
会
で
前

田
会
長
は
出
席
者
に
謝
意
を
述
べ
た
あ
と
「
霞

が
か
か
っ
た
ま
ま
の
景
気
が
続
き
、
漁
業
環
境

は
依
然
厳
し
い
。
最
近
、
漁
獲
物
を
み
る
と
海

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

る
。
こ
れ
か
ら
は
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

漁
法
の
工
夫
や
市
場
へ
の
取
り
組
み
を
変
え
る

な
ど
色
々
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
。
厳
し

い
時
代
こ
そ
皆
さ
ん
の
結
束
を
願
う
」と
挨
拶
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、
県
洲
本
農
林
水
産
事

務
所 

藤
澤 

崇
夫
所
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連 

山

田 

峰
人
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
議
事

は
1
議
案
だ
け
で
前
田
会
長
が
議
長
と
な
り
異

議
無
く
承
認
さ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
前
田
会
長
か
ら
「
今
日
で
会
長

を
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
中
戦
後
の
厳

し
い
食
糧
難
の
時
代
に
あ
っ
て
も
阿
万
で
漁
師

を
続
け
て
き
た
お
陰
で
今
日
が
あ
る
。
伝
統
あ

る
淡
路
水
交
会
の
会
長
と
い
う
職
務
を
通
じ
て

た
く
さ
ん
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
人
と
の

出
会
い
こ
そ
大
切
で
あ
り
、
自
分
の
大
き
な
財

産
と
思
う
。
改
め
て
、
永
年
に
わ
た
り
私
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
」
と
時
々
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら

辞
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
出
席
者
か
ら
永
年
の
労

に
感
謝
を
込
め
万
雷
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
会
長
に
就
任
さ
れ
た
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩

屋 

東
根 

壽
組
合
長
か
ら
は
「
前
田
会
長
の
立

派
な
ご
功
績
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
様
々
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」
と
前
置
き
さ
れ
「
長
い
歴
史

と
団
結
を
誇
り
と
す
る
淡
路
水
交
会
の
会
長
を

引
き
継
ぎ
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
。
難
問
山
積
の
今
日
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
全
力
で
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
」
と
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
回
通
常
総
会

  
確
固
た
る
歴
史
と
団
結
を
誇
り
に
新
た
な
船
出

     
新
会
長
に
東
根 

壽
氏

（
一
社
）淡
路
水
交
会

挨拶に立つ大角会長

前田会長の挨拶

挨拶をする大西新会長

摂津播磨地区漁協青壮年部連合会

新会長に大西 正起氏（ＪＦ伊保）が就任
　～「ＬＯＶＥ ＳＥＡ丼」など魚食普及を積極的に展開 ～
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平
成
26
年
５
月
30
日
（
金
）
洲
本
市

内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
淡
路
地
区
漁

協
青
壮
年
部
連
合
会
（
17
会
員 

部
員
計

２
６
９
名
）
の
平
成
26
年
度
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
は
山
口 

真
臣

副
会
長
（
Ｊ
Ｆ
仮
屋
青
壮
年
部
）
を
議
長

に
選
出
し
進
め
ら
れ
、
平
成
25

年
度
の
事
業
報
告
、
平
成
26
年

度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
が
審

議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
年

度
事
業
計
画
と
し
て
、
栽
培
漁

業・資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
、

環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
、「
淡

路
の
魚
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

７
つ
の
重
点
事
項
を
実
施
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
山
崎 

大
輔 

氏
（
岩
屋
は
や
潮
会
）
が
新
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
兵
庫
県

淡
路
県
民
局
県
民
交
流
室
長 

西
川 

嘉
彦 

氏
よ
り
「
は
た
ら

く
カ
タ
チ
研
究
島
～
島
か
ら
生

み
出
す
新
し
い
な
り
わ
い
～
」

と
題
し
て
淡
路
島
産
農
水
産
物

の
六
次
産
業
化
お
よ
び
ブ
ラ
ン

ド
化
に
係
る
取
組
み
に
つ
い
て

講
演
を
し
て
頂
き
、
参
加
者
は

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会 

総
会
開
催

 　

～
役
員
改
選
で
新
会
長
に
山
崎 

大
輔
氏 

就
任
～

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

　
５
月
24
日
（
土
）、
淡
路
水
産

セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
26
年
度
淡

路
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
会
員
の
う
ち
、
11
会
員
20
名

と
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所 

藤
澤 

崇
夫
所
長
、(

一
社
）
淡
路

水
交
会 

前
田 

吉
計
会
長
、
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連 

田
中 

久
善
広
報
部
次

長
は
じ
め
来
賓
11
名
の
出
席
の
も

と
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
同
26
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
、
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

黒
田 

俊
文
参
事

を
講
師
に
迎
え
、「
お
母
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
な 

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」
を
テ
ー

マ
に
、
最
近
の
漁
業
を
取
り
巻
く
問
題
を
、
黒
田
参
事
な
ら
で
は
の
語

り
口
で
、
明
る
く
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
マ
ス
コ
ミ
で
は
農
業
し
か
関
係
無
い
か
の
よ
う
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
漁
業
に
も
深
く
関
わ
っ
て
く
る
と
い
う
お
話
や
、
そ

も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
？
と
い
う
、
基
本
的
な
説
明
も
掘
り
下
げ
て
聞
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
後
半
は
淡
路
島
で
在
職
経
験
の
あ
る
黒
田
参
事

に
よ
る
淡
路
島
の
方
言
講
座
も

あ
り
、
普
段
淡
路
島
で
生
活
を

し
て
い
て
も
解
読
で
き
な
い
、

島
内
の
方
言
の
違
い
を
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　
淡
路
島
で
は
、
10
年
前
に
く

ら
べ
て
漁
師
の
数
や
女
性
部
員

の
数
も
半
数
以
下
に
ま
で
落
ち

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

厳
し
い
現
状
で
す
が
、
漁
師
の

お
父
ち
ゃ
ん
を
支
え
る
の
は
浜

の
か
あ
ち
ゃ
ん
だ
！
と
い
う
母

ち
ゃ
ん
達
の
底
力
に
尊
敬
・
期

待
を
込
め
て
「
お
母
ち
ゃ
ん 

頑

張
っ
て
な
」
と
い
う
題
名
の
講

演
を
し
て
頂
き
、
参
加
し
た
部

員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

淡路地区漁協女性部連合会

平成26年度 淡路地区漁協女性部連合会通常総会・研修会

黒田参事の講演
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ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

来月には全国海難防止強調運動が始まります。
見張りの徹底や出向前点検のほか、ライフジャケットを必ず
着用するようにしましよう

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットで

はありませんので、
一人乗りの漁船の
場合、ライフジャ
ケットを着用してく
ださい。

海難事故をなくそう！

浮きます!
固型式ライフジャケット

モデル：坊勢漁業協同
　　　  組合理事
　　　  竹中 太作さん
　　　    （大輪田塾９期生）

モデル：兵庫県水産課漁政班組合指導担当
　　　  主査　魚住 香織さん

西播磨の加工品で「地域の元気づくり」に繋げよう
「西播磨フードセレクション ２０１４」募集中!!

　兵庫県西播磨県民局では、西播磨地域の個性ある加工食品の中から優れた食品を選定し、“地域の�
元気づくり”に繋げるために「西播磨フードセレクション�２０１４」を開催します。
　応募資格は、西播磨地域（相生市、たつの市、赤穂市、宍粟市、太子町、上郡町、佐用町）の食品�
製造者（法人含む）で、対象となる食品は、兵庫県産農林水産物を主原材料に使用し、西播磨地域で�
製造しており、その食品ならではの個性・特徴がある、食品衛生法等に基づき、製造許可を得ている�
施設で生産されたものです。
　グランプリに輝いた食品には賞状、１０万円相当の商品などのほか、“モンドセレクション”チャレンジ�
権が贈られます。
　応募期間は平成２6年７月１日（火）～７月3１日（木）まで。
　応募の条件・方法など詳しくは、兵庫県西播磨県民局ホームページをご覧ください。

【お問合せ先】　西播磨フードセレクション実行委員会事務局
　　　　　　　（西播磨県民局光都農林水産振興事務所農政振興第1課）

　　　　　　　TEL：０７９１－5８－2１９4　担当：小河・下野
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　４月17日（木）、兵庫県民会館にて「阪神淡路
20年－１．17は忘れない－」ひょうご安全の日推
進県民会議の総会が行われ、約200人が集い、推
進構成団体のひとつである兵庫県生協連事務局も
参加しました。
　兵庫県では、阪神・淡路大震災の経験と教訓を
継承するとともに、いつまでも忘れることなく、
安全で安心な社会づくりを期する日として１月17
日を「ひょうご安全の日」と定め、県民の参画の
もと、さまざまな事業に取り組んでいます。
　基調スピーチでは、ひょうご安全の日推進県民
会議 会長 井戸 敏三兵庫県知事が「阪神淡路20年
－１．17は忘れない－」をテーマに、「『伝える』『備
える』『活かす』のベースには、『忘れない』があ
るが、『忘れない』だけでは伝えきれないものがあ
る。今までの制度の整備と、これからの対策の発信。

“減災の視点”を持つことが大切である」と話され
ました。
　続いて室崎 益輝兵庫県立大学防災教育センター
長・（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構副
理事長が「災害への備えとしての４つの目標～耐
震化・室内安全・備蓄・避難～」と題して講演。「“悲
観的に想定し、楽観的に準備する”。絶望的になる
のではなく、たとえどんなことが起きても道筋を
見つけ、命を守るいろいろなケースを考える。教
訓を学ぶことで危険を知る。阪神淡路大震災の教
訓だけにとらわれず、次に起こりうる災害のリス
クを学ぶことがとても大切なこと」と話されまし
た。その後、ひょうご安全の日推進県民会議事務
局からは、毎月17日に定められた「減災活動の日」
の「①どんな地震でも命を失うことのない住宅の
耐震化②タンスや冷蔵庫などの転倒によって負傷
することのない室内安全対策③水や食料、電気や
ガスが途絶えても１週間生活できる備蓄物資の確
保④家族間の連絡方法や避難所・避難経路の確認
などの避難対策」の４項目を目標に掲げ、今年一
年間、県内各地でのイベント時の「減災キャンペー
ン」実施への呼びかけが行われました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　ＪＡハリマの農産物直売所「食彩館 伊和の里」
では、夏野菜苗物フェアをゴールデンウィーク期間
中の５月３日に開催し、県立播磨農業高校の生徒
が授業の一環として、実習栽培した夏野菜の苗を
直接販売しました。
　同直売所では、これまでも同校生徒が実習栽培
した野菜や花の苗を販売してきました。昨年も同時
期に生徒自身が販売するフェアを開いたところ、品
質も良く農家からも好評だったことから今年も実施
しました。農高生７人はナスやトマト、キュウリ、ス
イートコーンなどの他、花苗や切り花、卵に加え、
今回は農高オリジナルのタイ風チキンカレーや卵か
けごはんセットも販売しました。野菜苗は市価より
格安とあって、開店前から多くの買い物客が列をつ
くりました。販売は人数制限を行う賑わいとなり、
持ち込んだ苗6000本を完売しました。
　同直売所では、今後も農家のニーズに合わせて、
季節にあった野菜苗の販売を予定しています。

農高生が実習販売
夏野菜苗物フェア

教訓を学ぶ、危険を知る
～「阪神淡路20年－１．17は忘れない－」
　 ひょうご安全の日推進県民会議 総会～報告

接客にあたる農高生

大勢の買い物客でにぎわった夏野菜苗物フェア



००
写真と文

༡ํࢠ

山
さん

椒
しょう

と山
わ さ び

葵
◆
サ
ン
シ
ョ
ウ
は
『
魏
志
倭
人
伝
』に
「
椒
」の
字
で
出
て
い
る
日
本
古
来
の
香

辛
料
で
あ
る
。
爽
や
か
な
芳
香
と
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
味
が
魅
力
の
ミ
カ
ン
科

の
落
葉
低
木
。
刺
の
あ
る
犬
山
椒
や
野
山
椒
は
各
地
に
自
生
し
て
い
る
が
、
栽

培
さ
れ
る
の
は
刺
の
無
い
「
朝
倉
山
椒
」で
、
花
山
椒
や
実
山
椒
と
し
て
利
用

す
る
。
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
木
は
乾
燥
を
嫌
う
癖
に
、
水
捌
け
の
良
い
所
を
好
む
。

根
が
非
常
に
繊
細
な
た
め
、
ス
ト
レ
ス
や
刺
激
な
ど
環
境
の
変
化
に
実
に
弱

く
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
性
質
だ
と
い
う
。
生
育
不
良
で
枯
れ
る
事
が
多
い

た
め
、
植
付
け
場
所
の
選
定
が
大
切
で
、
弱
酸
性
土
壌
で
傾
斜
地
が
最
適
と
手

引
き
に
あ
る
。

◆
サ
ン
シ
ョ
ウ
は
若
葉
を
薬
味
に
使
っ
た
り
、
木
の
芽
和
え
や
田
楽
味
噌
に

そ
の
辛
み
と
香
り
を
活
か
し
て
い
る
。
樹
皮
に
も
辛
み
成
分
が
あ
り
、
外
皮
を

取
り
去
っ
た
甘
皮
を
細
か
く
刻
ん
で
佃
煮
加
工
し
て
利
用
す
る
。
乾
し
た
果

実
が
七
味
唐
辛
子
に
混
ぜ
ら
れ
て
、
噛
む
と
香
り
が
口
一
杯
に
広
が
る
。「
山

椒
は
小
粒
で
ヒ
リ
リ
と
辛
い
」の
で
あ
る
。
山
椒
の
爽
快
な
香
り
も
い
い
が
、

ワ
サ
ビ
の
ツ
ー
ン
と
来
る
強
い
刺
激
性
も
独
特
の
も
の
だ
。
ち
ょ
っ
と
涙
し

つ
つ
寿
司
を
頬
張
る
味
は
格
別
で
、
食
欲
不
振
も
倦
怠
感
も
吹
っ
飛
ん
で
し

ま
う
。
強
烈
な
刺
激
味
が
特
徴
の
ワ
サ
ビ
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
多
年
草
で
日
本

特
産
品
な
の
で
あ
る
。

◆
沢
ワ
サ
ビ
は
、
山
間
の
湧
水
や
清
水
の
流
れ
る
渓
流
で
栽
培
さ
れ
る
。
古
く

か
ら
自
生
品
を
薬
草
と
し
た
ら
し
く
、
飛
鳥
京
の
遺
構
か
ら
出
土
の
木
簡
に

「
委
佐
俾
」と
あ
り
、
薬
味
や
香
辛
料
に
し
て
い
た
よ
う
だ
。
室
町
時
代
中
期
に

海
水
魚
が
食
べ
ら
れ
始
め
、生
魚
に
ワ
サ
ビ
を
添
え
て
い
た
と
あ
る
。こ
の
頃
、

既
に
抗
菌
作
用
に
注
目
し
て
い
る
。
あ
の
辛
み
は
植
物
本
体
が
持

っ
て
い
る
害
虫
や
病
原
体
へ
の
防
御
と
考
え
ら
れ
、
擦
り
お
ろ
す

事
で
発
生
す
る
。
こ
の
抗
菌
作
用
の
研
究
は
、
抗
カ
ビ
製
品
に
実
用

化
さ
れ
食
品
界
で
は
重
宝
し
て
お
り
、
寿
司
や
刺
し
身
、
蕎
麦
の
薬

味
に
欠
か
せ
ら
れ
ぬ
。
日
本
独
自
の
旨
い
使
い
方
で
あ
る
。

◆
粉
ワ
サ
ビ
／
練
り
ワ
サ
ビ
は
、
ワ
サ
ビ
味
を
身
近
に
楽
し
め
る

商
品
だ
が
、
多
く
は
セ
イ
ヨ
ウ
ワ
サ
ビ
（
ホ
ー
ス
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
）

の
加
工
品
で
あ
る
。
最
近
、
青
み
と
香
気
を
重
視
し
沢
ワ
サ
ビ
添

加
の
製
品
が
多
く
味
も
良
く
な
っ
た
が
、
そ
の
表
示
の
仕
方
に
迷

わ
さ
れ
る
。
セ
イ
ヨ
ウ
ワ
サ
ビ
よ
り
沢
ワ
サ
ビ
の
使
用
量
が
多
け

れ
ば
『
お
ろ
し
本
わ
さ
び
』、
そ
の
反
対
が
『
お
ろ
し
わ
さ
び
』と
表

示
さ
れ
る
。
業
界
で
は
沢
ワ
サ
ビ
50
％
以
上
を
「
本
わ
さ
び
使
用
」、

50
％
未
満
は
「
本
わ
さ
び
入
り
」と
表
示
す
る
事
で
統
一
し
て
い
る

そ
う
だ
が
、
紛
ら
わ
し
い
表
示
に
消
費
者
は
困
惑
す
る
。
明
石
駅
ビ

ル
に
あ
る
蕎
麦
屋
で
ザ
ル
ソ
バ
を
注
文
し
た
ら
、
笊
盛
り
ソ
バ
と

つ
け
汁
と
一
緒
に
生
山
葵
一
本
が
つ
い
て
来
る
。
何
か
贅
沢
な
設

え
の
よ
う
だ
が
、
客
が
擦
り
お
ろ
し
て
薬
味
に
使
う
。
何
の
事
は
な

い
店
側
の
手
抜
き
の
補
填
で
あ
る
。

ク
ロ
ー
バ
ー
に
し
じ
み
蝶

漁
船
法
と
漁
船
保
険
に
つ
い
て

　
５
月
の
大
輪
田
塾
は
27
日（
火
）に「
漁
船
法
概
要
」と「
漁
船

保
険
概
要
」の
２
課
題
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
「
漁
船
法
概
要
」は
県
水
産
課 

峰 

浩
司
主
査
が
講
義
を
行
い
ま

し
た
。漁
船
法
の
成
り
立
ち
や
、船
の
長
さ
や
大
き
さ
の
測
り
方
、

登
録
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
続
く「
漁
船
保
険
概
要
」で
は

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合 

沢

辺 

義
典
専
務
理
事
が
講
義
を
行

い
ま
し
た
。漁
船
保
険
の
歴
史
や

仕
組
み
の
ほ
か
、全
国
一
元
化
に

つ
い
て
の
動
き
な
ど
幅
広
い
内
容

で
講
義
が
な
さ
れ
、ど
ち
ら
の
講

義
後
も
多
く
の
質
問
が
塾
生
か
ら

出
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
の
大
輪
田
塾

　
10
日　
漁
業
法
概
要 

（
水
産
会
館
）　　
　
　
　
　
　

沢辺専務の講義 漁船法の講義では模型を使い理解を深めた

漁船の高さ、幅、長さの基準が分かるように工夫された模型

　
24
日　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
魚
食
普
及
事
業

　
　
　
　
気
象
に
つ
い
て 

　
（
水
産
会
館
）　　
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